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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月28日に提出いたしました第12期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）の有価証券報告書の記載事項の

うち一部について訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

財務諸表等 

(1）財務諸表 

注記事項 

（リース取引関係） 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は 線で表示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 
  

第５【経理の状況】 
  

【財務諸表等】 

(1）【財務諸表】 

注記事項 

（リース取引関係） 

（訂正前） 

 

第11期 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

第12期
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 
  

  

  
取得価額相
当額 
（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

期末残高相
当額 
（千円） 

工具器具及び
備品 

450,674 279,647 171,027

ソフトウェア 83,712 72,238 11,474

合計 534,387 351,885 182,501

取得価額相
当額 
（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

期末残高相
当額 
（千円） 

工具器具及び
備品 

265,428 180,093 85,335 

建物 218,000 6,762 211,237 

ソフトウェア 10,617 10,081 535 

合計 494,046 196,937 297,109 

（注）取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有

形固定資産の期末残高等に占める割合が低いた

め、支払利子込み法により算定しております。 

同左 

(2）未経過リース料期末残高相当額等 (2）未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 未経過リース料期末残高相当額 
  

１年内 96,614千円

１年超 85,886千円

合計 182,501千円

１年内 41,078千円

１年超 256,030千円

合計 297,109千円

（注）未経過リース料期末残高相当額は、未経過リース

料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める

割合が低いため、支払利子込み法により算定して

おります。 

同左 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減

価償却費相当額及び減損損失 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減

価償却費相当額及び減損損失 
  

支払リース料 172,556千円

減価償却費相当額 172,556千円

支払リース料 121,927千円

減価償却費相当額 121,927千円

(4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。 

同左 

２．オペレーティング・リース取引   

──────   

（減損損失について） （減損損失について） 

 リース資産に配分された減損損失はありません。  リース資産に配分された減損損失はありません。 



（訂正後） 

  

  

第11期 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

第12期
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相

当額、減損損失累計額相当額及び期末残高相当額 
  

  

  
取得価額相
当額 
（千円） 

減価償却累
計額相当額 
（千円） 

期末残高相
当額 
（千円） 

工具器具及び
備品 

450,674 279,647 171,027

ソフトウェア 83,712 72,238 11,474

合計 534,387 351,885 182,501

  

取得価額相
当額 

（千円） 

減価償却累
計額相当額 

（千円） 

期末残高相
当額 

（千円） 

工具器具及び
備品 

265,428 180,093 85,335 

建物 459,793 12,434 447,359 

ソフトウェア 10,617 10,081 535 

合計 735,840 202,609 533,230 

（注）取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有

形固定資産の期末残高等に占める割合が低いた

め、支払利子込み法により算定しております。 

同左 

(2）未経過リース料期末残高相当額等 (2）未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額 未経過リース料期末残高相当額 
  

１年内 96,614千円

１年超 85,886千円

合計 182,501千円

１年内 64,254千円

１年超 468,976千円

合計 533,230千円

（注）未経過リース料期末残高相当額は、未経過リース

料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める

割合が低いため、支払利子込み法により算定して

おります。 

同左 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減

価償却費相当額及び減損損失 

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減

価償却費相当額及び減損損失 
  

支払リース料 172,556千円

減価償却費相当額 172,556千円

支払リース料 103,813千円

減価償却費相当額 103,813千円

(4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法 

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法によっております。 

同左 

２．オペレーティング・リース取引   

──────   

（減損損失について） （減損損失について） 

 リース資産に配分された減損損失はありません。  リース資産に配分された減損損失はありません。 
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